
第２号様式 

バイオマスエネルギー利用促進事業実施報告書 

１ 事業主体の概要 

 株式会社ナンチク（ナンチクグループ）は、国内ではじめての大規模食肉会社として、国、鹿児

島、宮崎両県、両県経済連、市町村の支援により、昭和 38 年 5 月に設立された。平成 26 年度の売

上実績は 513 億円、従業員数 716 名(平成 27 年 6 月末現在)となっており、南九州の畜産振興と食肉

流通に大きく寄与している。 

 今回事業主体となる株式会社ナンチクファームは、ナンチクグループの豚生産部門を統括する位

置づけであり、直営農場 20 カ所 、預託農場 9 カ所を管理している。 

 今回は複数の事業者に調査・試験を委託する形になるが、（株）ナンチクファームが責任を持っ

て管理と取り纏めを行う。 

ナンチクファーム組織図（概略版） 
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２ 事業の実施体制 

（株）ナンチクファーム： 事業取り纏め，豚舎のエネルギーバランス取得 

（株）リナジェン   ： 豚ふんからのバイオガス発生量原単位取得 

（株）栄電社     ： 消化液の高度水処理試験 

 森建設（株）     ： 消化液の液肥利用先調査 

３ 事業の概要 

鹿児島県は日本一の豚生産量を誇っており、養豚業は県にとって重要な産業に位置付けられる。

しかし、その経営環境は厳しく、TPP 発効の影響なども考えると今後事業収支を向上させていくこ

とが必須である。 

 現状の養豚事業者にとっては、「原価削減」と「環境対策」が大きな課題になっている。図 1

に平成 26 年度の豚 1 頭当たりの平均生産原価を示す。 

図 1 肥育豚生産費内訳 （農林水産省 畜産物生産費統計より） 

 最も大きな割合を占めるのは飼料費であるが、これを除くと労働費、獣医師・医薬品費、光熱動

力費などが原価の大きな部分を占める。現場からは、エネルギー費、特に生産に直結しない水処理

などのエネルギー費を削減したいとの声が多く聞こえる。 

 また、環境対策の面では、臭気と水処理の問題が大きい。特に水処理に関して、現在、畜産業の

硝酸性窒素等の排水基準は暫定値：700mg-N/L となっているが、これは平成 28 年 6 月末までの暫

定値であり、最終的には、一律基準の 100mg-N/L を目標に徐々に値が下げられていくものと考えら

れる。そうなると、従来の BOD（有機物）を主に処理していた排水処理設備では対応できなくなり、

新たに窒素除去に対応した水処理設備が必要となる。この規制強化は中小規模の養豚農家にとって

致命傷になりかねない。 



一方で、近年豚ふんのバイオガス化（メタン発酵）が注目されている。これは豚ふんを微生物

の力で分解・発酵し、60%程度のメタンガスを含むバイオガスを得るもので、生じたバイオガスを

用いてガス発電機（CHP(Combined Heat and Power)）で発電すれば、電気と熱を得ることができる。

さらに、発酵後の消化液は液肥として活用可能である。さらに、バイオガス化はふん尿の臭気対策

にも有効であり、北海道では牛ふん尿の臭気対策を主な目的として導入されたプラントも存在す

る。現在、バイオガスで発電した電力は、39 円/kWh という単価で買い取られており、国もこのバ

イオガスの普及に力を入れている現れだと言える。 

 ただし、売電のみを目的としたバイオガスプラントを経済的に成立させられるのは、数万頭の豚

を飼育するよう大規模な養豚農家に限られ、かつ、今後の固定価格買取制度の動向によっては買取

価格が低下し、売電としての事業を成立させることが難しくなる可能性もある。 

 そこで、本補助金においては、売電を目的としたバイオガスプラントではなく、「エネルギー自

立と環境改善を目指した次世代豚舎の構築」を目的としたバイオガスプラントの建設に向けた FS

を実施する。全体のイメージを図 2 に示す。 

図 2 エネルギー自立・環境保全型次世代豚舎のイメージ 

 具体的には、電気は直接各種設備の電源や水処理用の電源に利用し、熱は豚舎への供給や堆肥舎

への供給を行うことにより、現在の光熱動力費の削減を図るとともに、臭気対策と水処理負荷の低

減（メタン発酵により排水処理への有機物負荷を低減することが可能）、さらには臭気の低減を目

指す。 

 このようなシステムの成立可能性を検証するため、本事業では以下の項目についてデータの取

得、検討を行う。 

 1) 豚舎のエネルギーバランス把握 

 2) バイオガス発生量原単位の取得 

 3) 消化液の高度処理試験 

 4) 消化液の液肥利用可能性の検討 

 5) エネルギー自立・環境保全型次世代豚舎の試設計 
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  ※5)については補助金の対象とせず、自主的な取り組みとする 

実施内容の詳細については、次項にまとめる。 

４ 事業の実施方法 

1) 豚舎のエネルギーバランス把握（㈱ナンチクファーム） 

 現在豚舎，堆肥舎、水処理で使用されている電力、ガス、その他エネルギーのデータ収集を行う。

対象となる豚舎は、ナンチクグループ企業である（株）ナンチクファーム出水農場で行う。 

 基本的には、これまでの経費等から年間で使用しているエネルギー量を集計するが、場合によっ

ては直接測定、あるいは設計値からの推計も行う。得られる結果のイメージを図 3 に示す。 
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図 3 エネルギーバランスデータ（イメージ） 

2) バイオガス発生量原単位の取得（リナジェン） 

 実際に（株）ナンチクファーム出水農場から排出される豚ふんを原料にし、バイオガス発生量の

原単位を取得する。試験には（株）リナジェンが保有している可搬型メタン発酵試験装置を用いる。

装置全景を図 4 に示す。試験は豚ふんを水で適切な濃度に希釈するパターンと、ふん尿が混ざった

状態で投入するパターンの 2 つのパターンを想定している。 

図 4 可搬型メタン発酵試験装置 



3) 消化液の高度処理試験（栄電社） 

 2)の実験で得られた消化液を固液分離装置で固体分と液体分に分離し、液体分（脱離液）の窒素

除去の高度処理試験を行う。試験には（株）栄電社が保有する窒素除去試験装置を用いる。装置全

景を図 5 に示す。 

※（株）栄電社は公益財団法人かごしま産業支援センターより「平成 28 年度重点業種研究開発支援

事業助成金」を受領しているため、連携体には加わるものの、今回の補助金の対象とはしない。 

図 5 窒素除去試験装置 

4) 消化液の液肥利用可能性の検討（森建設） 

 メタン発酵後の消化液を液体肥料（液肥）として少しでも活用できれば、水処理に係るランニン

グコストを低減することができる。現在、茶業農家の中には高額の液肥を利用しているところもあ

り、肥料コスト低減の観点から消化液の利用に興味を示している農家もある。森建設（株）の関係

先にこのような農家があるため、そこで利用している液体肥料の成分情報を得た上で、消化液・脱

離液の成分分析を行い、現在の肥料との比較検討を行う。 

※森建設（株）は多くの太陽光発電所建設に関与しており、その関係で土地を保有している農家の

情報を直接入手することができる。 

5) エネルギー自立・環境保全型次世代豚舎の試設計（ナンチクファーム，リナジェン，栄電社） 

 1)～4)で得られた情報を基に、エネルギー自立・環境保全型次世代豚舎の試設計を行い、その可

能性を評価する。 

 ※5)については補助金対象とせず、自主的な取り組みとする。 



５ 事業の成果 

 事業成果について、当農場より出た豚ふん量からバイオガスプラント通じて発生するメタンガス

は下記の示した図のような結果が出た。また、それを農場にて使用する電気使用量、LPG ガス使用量

の一部に可能な限り置き換えた場合、年間で合わせて約 1,500 万円/年の経費削減が可能との試算が

出た。 

 その他事項については別添の資料を参考していただきたい。 
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